
























































































































































































































































































































































































































































































































































印　文 文　　書　　名 押印文書年紀 法量cm 押印場所 数 文書所蔵場所
1 内家私印 楡加師地論第1 天平年間 方4 巻末 1 宮内庁書陵部
〃　　第3 〃 〃 〃 1 東京国立博物館
〃　　第15 〃 〃 〃 1 根津美術館
判比量論残巻 天平宝字4年（760）以前 〃 継目裏 1 大谷大学
末尾表 4
礼記子本疏義巻59 天平年間 〃 巻末 1 早稲田大学
2 積善藤家 杜家立成 天平16年（744）以降か 方4．3 紙裏継目 11 正倉院宝物
裏巻末
3 桃 伊賀國阿拝郡拓殖郷墾田売券 天平勝宝元年（749） 方4．2 日下・自署 3 東南院文書ぶ1
11月21日
4 書 造東寺司解 天平勝宝2年（750） 方4．1 日下 1 正倉院文書　別集15
12月23日
写書所解 天平勝宝3年（751） 方4．1 継目裏 3 正倉院文書正集6
4月5日
5 生江息嶋 生江息嶋解 天平宝字3年（759） 方3．1 文面 55正倉院文書　正集6
4月8日
6 鳥豊名印 足羽郡書生鳥部連豊名解 天平宝字3年（759） 方2．9 文面 22正倉院文書正集6
5月21日
7 丸部足人 丸部足人解 天平宝字4年（760） 方2．8 文面 30元正倉院文書　拾遺70個人蔵
3月19日
山背国久背郡口口郷戸主泰男連 天平宝字4年（760） 方2．8 文面 22正倉院文書　続々修44－6
公解 7月25日
8 画師池守 画師池守解 天平宝字4年（760） 方2．9 文面 25正倉院文書　正集6
3月20日
9 足万 調足万呂解 天平宝字4年（760）か 方3．1 文面 11 正倉院文書　正集6
10 宮衣 石川宮衣手実 宝亀3年（772）4月26日径4 冒頭・年月日 4 元正倉院文書　拾遺35
各2 知恩院蔵
11 佐 佐伯宿禰今毛人同真守連署送銭 宝亀7年（776）3月9日 方33文面 32 元東南院文書　随心院蔵?
12 中臣之印 順正理論巻6残巻 大同元年（806） 方4β 巻末 1 根津美術館



















18 ? 右大臣藤原忠平家牒 延喜20年（920）9月11日6×3．9文面 37東寺百合文書　禮9


















番号 釈　文 法　量　cm　・　9 鉦の形状 材質 印穎 出土地・伝世地 文献
1 口 方4．4　現存高5、2　印側高0．52　重量215蒼紐有孔 青銅 陽刻 秋田県本荘市川口（採集） 1
2 常（鋳型） 方7．5 陽刻 福島県いわき市　番匠地遺跡包含層中 2
3 丈龍私印 3．4×3．3印側高0．7現存高2．8重量105．9有孔 青銅 陽刻 福島県天栄村　志古山遺跡（採集） 3
4 桶弓 方5．1現存高5．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 茨城県水戸市　アラヤ遺跡（採集） 4
5 丈永私印 3．4×322現存高3．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 茨城県大宮町　小野遺跡（採集） 4
6 ? 方3．3現存高3．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 茨城県鹿嶋市　神野向遺跡（n区SB1365・4．5
1380間）
7 申田宅印 方3．9現存高4．4 蒼紐有孔 青銅 陽刻 茨城県鹿嶋市　鹿嶋神宮（伝世） 4，5，
6．7
8 ? 方3　現存高4．4 蒼鐙有孔 青銅 陽刻 栃木県国分寺町　下野国府跡（BPJ区包含 8
層）
9 東饒私印 方4．3現存高4．3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　二荒山神社（伝世，伝男体 9
山山頂出土）
10錦衣私印 4．0×3．9現存高3．8 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　二荒山神社（伝世，伝男体 9
山山頂出土）
11 私印 方3．4現存高4．8 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　二荒山神社（伝世，伝男体 9
山山頂出土）
12 酒廣嶺印 3．25×3．4　現存高4．85　重量53 蒼鐙有孔 青銅 陽刻 　　　　　　　　　　　　’栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
13 田村家印 3．21×3．23現存高4．2重量97 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
14掠私印 3．55×3．65現存高4．1重量83 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
15陽城私印 3．4×3．34現存高3．7重量75 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
（安・世）
16 田口 3。21×3．1現存高3．21重量46 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
17 口口私印 方3．9現存高4．1 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
18生万 3．2×3．3現存高3．56重量60 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
19 ? 3．15×3．3　現存高4．24　重量75 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県日光市　男体山山頂遺跡 10
20科口私印 方3．9現存高3．8 蒼紐有孔 青銅 陽刻 栃木県小川町　梅曽遺跡 10
21 ? 方2．7　現存高33　印側高0．4 蒼紐有孔 青銅 陽刻 群馬県前橋市　山王廃寺跡（包含層中） 11
22識 3．1×3．2現存高3．5　印側高03 弧紐有孔 青銅 陽刻 群馬県前橋市　荒子小学校校庭皿遺跡（3 12
号住居跡床直）
23物部私印 4．3×4．2現存高2．4印側高0．4重量102．9蒼紐有孔 青銅 陽刻 群馬県高崎市　矢中村東遺跡（小水路跡） 13
24池長私印 方4　現存高1、5　印側高0．6 蒼鉦 青銅 陽刻 群馬県利根村　薗原ダム水位観測所構内 14
（採集）
25犬甘 方2．7　現存高3．1　印側高0．2 蒼紐有孔 青銅 陽刻 群馬県箕郷町　下芝五反田1遺跡（平安時 15
代水田耕土中）
26 ? 2．6×2．55　現存高3．1印側高0．5 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 群馬県月夜野町　藪田遺跡 16
27 口（鋳型） 方3．6 陽刻 群馬県群馬町　上野国分寺・尼寺中間地 17
（三，王， 域遺跡（B区1号住居跡）
玉）
28 ? 方3．2　現存高3．3　印側高0．3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 群馬県榛名町　蔵屋敷遺跡（住居跡床直） 18




番号 釈　文 法　量　cm　・　9 紐の形状 材質 印頼 出土地・伝世地 文献
30招 方3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 群馬県中之条　天神遺跡（A区23号住居跡 19
床直）
31 野 方3．5 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 群馬県吾妻町上植栗（採集） 19
32上 方2．8　現存高3．8　印側高0．7　重量67．9蒼紐有孔 青銅 陽刻 群馬県境町　保泉丸山西遺跡（HO42号住居跡）20
33影 方3．3現存高3．6 弧紐有孔 青銅 陽刻 群馬県玉村町　上飯島芝根n遺跡（包含層中） 20
34矢作私印 3．2×3．3現存高2．3 不明 青銅 陽刻 埼玉県行田市埼玉（採集） 21
35匝永私印 方3．4現存高4，85 蒼紐有孔 青銅 陽刻 千葉県八日市場市木積素読谷（採集） 22





38若鳥私印 方2．7 陽刻 東京都国分寺市　武蔵国分寺跡南大門付近 25
（平瓦刻 （採集）
印影）
39平 方2．8　現存高3．2　印側高0．5　重量31．8蒼紐有孔 青銅 陽刻 神奈川県平塚市　構之内遺跡第3地点（12 26
号住居跡壁際下層）
40填 方3．7現存高4．4印側高0．3重量64．95蒼鉦有孔 青銅 陽刻 神奈川県大磯町　馬場台遺跡（灰溜土坑） 27
41 証 方3．9　現存高3．6　印側高0．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 神奈川県厚木市飯山（採集） 28
29
42物 方2．8 蒼紐有孔 青銅 陽刻 新潟県新発田市五十公野もしくは福島県い 30
わき市平字桜（採集） 31
43高有私印 3×3．2　現存高2．5重量26 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 新潟県上越市　江向遺跡（包含層中） 32
44福 3．2×3現存高3．6印側高0．7重量41．63 蒼鉦有孔青銅 陽刻 石川県松任市　北安田北遺跡（包含層中） 33
45大伴口口 径（4．2）　重量44 不明 青銅 陽刻 長野県長野市　篠ノ井遺跡群（SB7109住居34
跡）
46長良私印 3．32×a22現存高2．78重量52。15 蒼鉦有孔青銅 陽刻 長野県松本市　三間沢川左岸遺跡（22号住 35
居跡壁際）





49物部楮丸 方3．1現存高2．6　印側高0．9 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 長野県臼田町清川（採集） 38
39
50貞 3．48×3．37現存高3．92　印側高0．72弧紐有孔 青銅 陽刻 静岡県袋井市　川田藤蔵淵遺跡（包含層） 40
51 万 方3　現存高3．5　印側高0．49　重量38蒼鉦有孔 青銅 陽刻 静岡県焼津市　道場田遺跡（小土坑G62） 41
52 松 方3．1現存高2．4　印側高0．6　重量2．78不明 青銅 陽刻 静岡県袋井市　坂尻遺跡（包含層中） 42
53弥富 4．4×4．6現存高4．6印側高0．7重量142 蒼鉦有孔青銅 陽刻 愛知県稲沢市　尾張国府跡（包含層中） 43
54富 方3　現存高3．2　印側高0，4　重量42蒼紐有孔 青銅 陽刻 愛知県稲沢市　尾張国府跡 44








57神主石敷 方2．3　現存高2．8　印側高0．33 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 三重県伊勢市荒木田家旧蔵（伝世） 47
382
［古代の私印について］・一・高島英之
番号 釈　文 法　量　cm　・　9 紐の形状 材質 印穎 出土地・伝世地 文献
58己西首印 方2．6　現存高3　重量31．88 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 伝　三重県伊勢市荒木田家旧蔵（伝世） 47
59善 方3　現存高2．5　印側高0．8　重量67蒼鉦有孔 青銅 陽刻 滋賀県大津市　大谷南遺跡（包含層中） 48
60口 33×3．4現存高4．5印側高0．9重量113．2蒼鉦有孔 青銅 陽刻 滋賀県近江八幡市　大手前御所内遺跡（耕 49
作痕） 50
61 乙貞 方3．3現存高4．2　印側高0．7　重量75蒼紐有孔 青銅 陽刻 滋賀県守山市　服部遺跡（条里溝） 51
62 内真 方3．2　現存高3．7　印側高0．7　重量73．9弧紐有孔 青銅 陽刻 滋賀県栗東町　辻遺跡（河道肩部小ピット） 52
63 ? 方3　現存高3．85　印側高0．85　重量86．5弧紐有孔 青銅 陽刻 滋賀県高島町　鴨遺跡 53





66當氏之印 3．8×3．6　現存高4　印側高0．6　重量6．8蒼紐有孔 青銅 陽刻 大阪府能勢町　法蓮坂遺跡（包含層中） 56
67辛丑之印 3．5×3．6　現存高4．6　印側高0．8　重量106弧紐有孔 青銅 陽刻 大阪府堺市　大庭寺遺跡（包含層中） 57
68私 3．3×2．9現存高3．1重量53．2 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 兵庫県出石町　袴狭遺跡（包含層中） 58
69益 3．3×3．2現存高2．1重量39 蒼紐有孔 青銅 陽刻 兵庫県神戸市　下小名田遺跡 59




長径3．2短径2．7現存高7．9 錘状 木 陰刻 奈良県奈良市平城京跡（第139次） 62
印側高2．2～2．7重量18．6 （内裏外郭東大溝SD2700）
72道 方3 不明 木 陽刻 奈良県奈良市　平城京東1坊大路西側遺跡 63
73財 方2．2現存高2．8 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 鳥取県東伯町　斎尾廃寺 64
74財 方3．3　現存高3．5　印側高0．5 蒼紐有孔 青銅 陽刻 鳥取県名和町名和和神社（伝世） 65
75良 方3　現存高3．1　印側高0．5 蒼紐有孔 青銅 陽刻 鳥取県岸本町大殿（採集） 65
76口 2、8×2．7現存高2．4印側高0．4重量24蒼紐有孔 青銅 陽刻 島根県松江市　薦沢A遺跡 66
77春 現存高3　重量25 蒼紐有孔 青銅 陽刻 島根県松江市　出雲国府跡（採集） 67
78佐 方3．4　現存高3．1　印側高0．6 蒼紐有孔 青銅 陽刻 島根県安来市十王山（採集） 65
79 口 方3．2現存高2．8　印側高0．4　重量40蒼鐙有孔 青銅 陽刻 岡山県倉敷市　菅生小学校裏山遺跡（包含 68
層中）
80財 方2．6　現存高3　印側高0．5　重量30蒼紐有孔 青銅 陽刻 岡山県落合町　須内遺跡（包含層中） 69
81 宗口私印 方4．2 陽刻 山口県山口市　周防鋳銭司跡（第皿層中） 70
（粘土板
刻印影）
82 ? 方2．8　現存高3．5　印側高0．6　重量35．9蒼紐有孔 青銅 陽刻 香川県善通寺市　中村遺跡（溝SDO2） 71
83酒 2．6×2．5現存高1．6印側高0．5重量30．4不明 青銅 陽刻 香川県善通寺市　野田院跡 72
84 ? 蒼紐有孔 青銅 陽刻 香川県牟礼村字田井土井屋敷（採集） 73
85 日益私印 方3 陽刻 福岡県甘木市　宮原遺跡（31号土坑） 74
（土器刻
印）
86 ? 3．4×3．5現存高3．85印側高0．35重量62．2蒼紐有孔 青銅 陽刻 福岡県久留米市　古賀日渡遺跡（土坑） 75
87佐伯万善 294×3　現存高2．98　印側高0．68苔紐有孔 青銅 陽刻 福岡県太宰府市　御笠川南上房遺跡（包含 76
層中）





番号 釈　文 法　量　cm　・　9 鉦の形状 材質 印穎 出土地・伝世地 文献
89 ? 3．1×2．7現存高2．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 福岡県太宰府市　筑前国分寺跡（溜状遺構 78
SXO30）
90神水 3．05×3　現存高3．85　印側高0．3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 福岡県穂波町　塚原遺跡（畔状遺構） 79
91 今福私印 方3　現存高3．5　重量61．87 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
92 曽吉私印 方3．1現存高3．3　重量44．62 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
93私福私印 方2．6現存高3．4 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
94直漢 3．5×3．3現存高2．9 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
95財印 3．1×2．8現存高3．5 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
96 ? 方2．7　現存高2．4　重量30 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
97 ? 方4．2現存高4．2 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
98嶺 方3．1現存高3．3 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
99常 方3．6現存高3．3重量47．25 ぎ紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
100? 方3．1現存高3　重量28、87 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
101椿 方3．3　現存高3．9　重量58．12 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
102? 方2．5　現存高2．7　重量33．75 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
103財 方2．8現存高2．7重量25．12 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
104? 方3　現存高2．7　重量32．25 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
105? 方2．85現存高3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
106福印 方2．9現存高3．3 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
107? 方2　現存高2．9　重量15 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
108漆豊 3．1×3．05現存高2．5印側高0．5重量45．06不明 青銅 陽刻 来歴不明・奈良市大和文華館蔵 80
82
109實 a3×3．2現存高3．3印側高0．5重量41．11蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・奈良市大和文華館蔵 80
82
110私 3．4×3．5現存高4印側高0．5重量72．85蒼鐙有孔 青銅 陽刻 来歴不明・奈良市大和文華館蔵 80
81
82
111? 方3．3　現存高3．8　印側高0．7　重量61．55蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴不明・奈良市大和文華館蔵 82
112刑氏私印 3．3×3．4 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
113土全私印 方3．2現存高43 菩紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 80
114濱守私印 方3．5 不明 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
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115有口私印 方3．9 不明 不明 陽刻 来歴・現所在不明 81
83
116上海私印 方3．7 蒼紐有孔 青銅 不明 来歴・現所在不明 84
117松間私印 方3　現存高3．3重量69．52 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
118大蓮之印 方3．6 蒼鉦有孔 不明 不明 来歴・現所在不明 81
119宗貞口印 方3．7 蒼鉦 青銅 不明 来歴・現所在不明 84
120奈波丸印 方3．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
121有田之印 方3，2 不明 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
122大則府印 方3．3 蒼鐙有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
123大口口印 3×2．7 不明 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
124他田口印 方3．7 不明 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
125暁月 方3．4 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 81
83
84
126當寛 方3．7 蒼鉦有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 81
127常 方3 不明 不明 陽刻 来歴・現所在不明 81
85
128? 方3．5 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 81
129? 方2．4 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 81
130私 方3．5現存高3．3重量49．87 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
131財 方2．6　現存高3　重量35．25 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
132? 方2．8　現存高3．2重量30 蒼鉦有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
133安 方3　現存高4 蒼鐙有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
134沿 方3　現存高2．7重量33．37 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・所在不明 81
84
135? 方3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
136辰 方3．3 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
137? 方3．5現存高3．7 蒼紐有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
84
138? 3×3．1 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
85
139? 方2．4 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
140口 3．6×3．8 蒼鐙有孔 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 81
141? 方3 不明 青銅 陽刻 来歴・現所在不明 85
142? 3．1×2、9 蒼紐有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
143生 方2．2 蒼鐙有孔 不明 陽刻 来歴・現所在不明 83
144橘高私印 方3．8現存高4．2重量127．12 弧紐無孔 青銅 陽刻 来歴不明・個人蔵 80
81
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文　　献
??????????????????????????????????????????????????富樫泰時　「本荘市川口発見の銅印にっいて」（『鶴舞』62）　1962
樫村友延・吉田生哉　「福島県番匠地遺跡」（『日本考古学年報』40　1987年度）　1989
天栄村教委　『志古山遺跡試掘調査報告』H　1987
瓦吹　堅　「常陸の古印」（『婆良岐行路』10）　1988
鹿島町（当時）教委　『神野向遺跡VI昭和60・61年度発掘調査概法』　1987
大場磐雄　『官幣大社鹿嶋神宮宝物図鑑』　1939
豊崎　卓　「鹿島神宮の古銅印」（『郷土文化』4）　1963
栃木県文振事業団　『下野国府跡n　資料集』1986
岡田譲「男体山の出土品」（『日光その美術と歴史』）1961
男体山山頂遺跡調査団　『日光二荒山山頂遺跡調査報告書』　1963
前橋市教委　『山王廃寺第5次発掘調査報告書』　1979
前橋市教委　『荒子小学校校庭H・皿遺跡発掘調査報告書』　1990
前橋市教委　『矢中遺跡群W　矢中村東遺跡』　1984
富田篤・水田稔　「利根村で発見された古代銅印」（『群馬文化』198）1984
高島英之　「下芝五反田1遺跡の調査」（『群馬文化』）1995
群馬県埋文事業団　『藪田遺跡』　1985
群馬県埋文事業団　『上野国分僧寺・尼寺中間地域」4　1990
飯島克己　「榛名町蔵屋敷遺跡出土の銅印」（『群馬考古学手帳』3）1992
中之条町歴民資料館　『展示パンフレット』　1995
群馬県教委　『群馬発掘最前線』　1996
埼玉県史編纂室　『埼玉県史通史編1　原始古代』1987
八日市場市教委　『八日市場市文化財調査報告書H　金石文編」　1979
飯塚地区内遺跡調査団　『飯塚遺跡群発掘調査報告書　第IV分冊』　1986
君津郡市埋文センター　『永吉台遺跡群』　1985
田熊信之・天野茂編　『宇野信四郎蒐集古瓦集成』　1994
平塚市教委　『構之内遺跡出土の銅印にっいて』1994
高島英之　「大磯町馬場台遺跡出土の銅印にっいての覚書」（『大磯町史研究』3）　1994
安藤洋一　「厚木市飯山出土の銅印」（『横須賀考古学会年報』24・25）　1982
相羽　勝　「厚木市飯山出土の銅印」（「文化財ノート』2伊勢原市教委）1992
菊池康雄　「いわき市平字桜町出土と伝えられる物字古銅印にっいて」（『福島考古」22）　1981
大竹憲治　「いわき市平桜町から出土したとされる物の銅印をめぐって」（『古瓦』5）1981
新潟日報　1992．7，14付記事
松任市教委　『松任市北安田北遺跡』n　1990
長野県埋文センター　『年報6　1989』1990
松本市教委　『三間沢川左岸遺跡』1　1988
長野県埋文センター　『長野県埋文センター年報101993』1994
佐久市埋文センター　『聖原遺跡1発掘調査概報』1990
宮下健司　「長野県における江戸時代の考古学史』（『信濃』40－2）1988
宮下健司　「金工」（『長野県史美術建築資料編1　美術工芸』）　1992
静岡新聞　1994．12．17付記事
焼津市教委　『焼津市埋蔵文化財発掘調査概報』In　1984
袋井市教委　『一般国道1号袋井バイパス埋蔵文化財発掘調査報告書坂尻遺跡第2次調査』1982
稲沢市教委　『尾張国府跡発掘調査報告書」V　1983
稲沢市教委　『尾張国府跡発掘調査報告書』VI　1984
斎宮跡調査事務所　『三重県斎宮跡調査事務所年報』1979　1980
三重県埋文センター　『一般国道475号東海環状自動車道埋蔵文化財発掘調査概報』1　1995
村田氏美　「古銅印記」（『伊勢郷土史草』3）1973
大津市教委　『埋蔵文化財包蔵地分布調査報告書』皿　1992
滋賀県教委　『大手前・御所内遺跡』　1992
田路正幸　「近江八幡市大手前・御所内遺跡出土の銅印をめぐって」（『滋賀県文化財保護協会研究紀要』6）　1993
滋賀県文化財保護協会　『服部遺跡発掘調査概報』　1979
滋賀県文化財保護協会　『滋賀埋文ニュース』891987
高島町教委　r高島町歴史民俗叢書2　鴨遺跡』　1980
京都市埋文研　『平安京跡発掘資料選』　1980
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京都府埋文センター　『京都府遺跡調査概報』15　1985
大阪府教委　『法蓮坂遺跡発掘調査概報』　1988
大阪府埋文センター　『摂河泉発掘資料選』　1995
出石町教委　『袴狭遺跡内田地区発掘調査概報』　1995
村尾政人　「神戸市下小名田遺跡出土の官衙的遺物」（『のじぎく文財だより』1）　1992
三田市教委　『兵庫県三田市文化財調査報告』5　1988
高島信之　「兵庫県三田市下所遺跡出土の印章について」（『古代学研究』110）1986
奈文研　『木器集成図録　近畿古代編』　1985
奈文研　『平城宮発掘調査部発掘調査概報1994年度」　1995
鳥取県埋文センター　『歴史時代の鳥取県』　1989
岸本町教委　『大寺廃寺第4次発掘調査報告書』　1977
松江市教委　『薦沢A遺跡・薦沢B遺跡・別所遺跡発掘調査報告書』　1988
島根県教委　『島根県文化財調査報告書』5　1968
岡山県古代吉備文化財センター　『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』81　1993
岡山県教委　『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』111976
山ロ市教委　『周防鋳銭司跡』　1978
香川県教委　『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』1　1987
善通寺市史編纂室　『善通寺市史』1　1977
上原準一　「讃岐訪古小録｛1）」（『考古学雑誌』14－1）　1923
九州史学会　『九州史学』60　1986
日本経済新聞　1993．7．22付記事
福岡県教委　『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告3　筑紫郡大宰府町所在御笠川南条坊遺跡（2）』　1976
九州歴史資料館　『大宰府史跡　平成7年度発掘調査概報』　1996
太宰府市教委　『筑前国分寺跡』　1996
穂波町教委　『穂波町文化財調査報告書9　穂波地区遺跡群　福岡県嘉穂郡穂波町大字高田所在遺跡群の調査6』　1994
木内武男　「日本の古印』　1964
会田富康　「日本古印新致」　1947
大和文華館　『大和文華館所蔵品目録』5　1976
松平定信　『集古十種』
木内武男　「日本古印集成」（『MUSEUM』149）1963
長谷川延年　『秘奥印譜』　1992
387
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
8
1
4
5
9
屠l
??
　　2
?
?．
　　　6
／へθ（L－’
し一：」
’＼＿，1
　　　　　　　　3
　げロ　　　　　　　　　　　　　　コ1呈ゴし，
　　一＿一一
　　　　　　7
　　　　＼
　　　　　ノ
！じく／1。
、
ー
13
14
，一亀一　一引・・一
　　グ
　一　　σ　烏・←’』
0
81
㎝10
図1　古文書にみえる古代の私印
388
［古代の私印について］・…・・高島英之
?
1
顛?…???
‖??）?
ヘ?…「｜?」
o
、一’
2
｜
◎
?ρ幽←魂一“’～“」“’
??? 　　｜
　泌◎
｛グN?
込～　巡¶
3
｝ー
?
一口●触声〆4
7
◎
6
0　　　　　　　　5cm
」＝一＝＝＝」1：2
図2　古代の私印の現存例川
389
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
　　　　　」
　　　　　　　　　　　8
◎
?
く⊃ ◎・
9
10 　　　　　　　　11
◎
｛鞭i誘li
遅翼縫1翌
　　　　　　　　12
◎
　　　　　　　　13
弓ラ択
已乞
14
???????
15
　　　　匿
　　　　　　　　16　0　　　　　　　　　5cm　」＝一＝＝＝ヒ1：2
390
　　　　　　1　　、、
　　　　　　　　18
◎
図2　古代の私印の現存例〔2）
???????ー?
［古代の私印について］……高島英之
o
〆
宝聞
；欄｝1翻淵?
　　1◎⊥
　　Oo
　　　　20
ゆ
叫／＜
　　　　　　　印　影
?
21
22
⊃
0　　　　　　　　5cm
」＝＝＝＝＝＝±＝＝＝＝＝＝＝」1：2
52
23
　　　　　　1　　　　　印影
　　　　　　　　　　　39実　　　　　　　　　　　　26
　　　　　　　　　　　　　　　　
塾一よ⊃一ム
　　　　　　　　　　　　29
図2　古代の私印の現存例〔3）
391
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
⑤
ゴひのゆ　ロひiパイi
i’2〆1
』　’一，《一
　印影
27 28
与もノ・
”∫㌘’ 」芝三’
30
?
1 ◎
’天??
??
34
31 32
0　　　　　　5cm』＝一＝＝」1；2
35
1て㌻彗 f二了ち
　　　　36
図2　古代の私印の現存例｛4）
392
［古代の私印について］……高島英之
　ノ　　＼　　　　　　　ノ　　＼己一〔三i⊃
37
　　　　⑳園一
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　39
?
） ??
o
ト　ら
　　　43
　 ?? ＼
へ?
41
40
　　　45
44
0　　　　　　　5c皿」＝＝＝＝＝ゴ＝＝＝＝＝＝11：2
図2　古代の私印の現存例（5）
393
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
＼ 隔乙
???? ??
曇?
47
?????、
??
〔?」r?、マ．や??????．
?????
シ
も?
?、?（
??
　　
吉
?
’、????
?
◎
パ．庫頃・一，・一シー
ぷニぼ　そこニシ
；亨醐三5；
醗一iぎi
”・ヨ砥ご・，・．・・声一
　　　48
×
0　　　　　　5cm』＝＝一＝ヒ1：2
　　　　　5150
図2　古代の私印の現存例（6）
394
［古代の私印について］……高島英之
　　　　　　53
　　　57
???
54
5
????．
58
　，－N＜一主ノ
???
∨
〆》
。♂o
》 ゜??轡??
59
ず?．??? ?
?
60
0　　　　　　　　　5cm
』一一一一」1：2
図2古代の私印の現存例（7）
395
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
遥
プ辛＿
ミi惑
這ミ
ベへ　　　〃クs，＿与4ノ”＝ rふwバ辿〃
61
、　　　㎡P　㊨●▲、　　　，
印　影
62
／〃
聾冒1
0　　　　　　　　　5cm
』＝＝＝＝一ピー1：2
63
図2　古代の私印の現存例〔8｝
396
［古代の私印について］……高島英之
じ
　　　64
73
67
到???? ?
　　　　　輌
???ー「…?
　
　
　
65
1二1
撃／元、
』　＝ニー
－ 1レ⇔11
｛l　o　l｛
　　　69
66
??
　　　　　　74
　　　　　　
　　　　　　75
　　　71
　　　　　
一　　　　　　　　　76　　　0　　　　　　　　5cm　　　』一一＝＝±＝＝＝＝＝」1：2
図2　古代の私印の現存例（9）
397
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
　　　　　　
　　　　　　　　　　麹汰
　　　　　　　　　　77
　　　　　　　
嚢
《○、
　　
　　　　　　　82
　　84
398
79
　　　　　　
　　　　　　78
　　　　［
80
　／6
図2　古代の私印の現存例㈹
0
』＝＝＝＝一＝一ヨ112
81
5cm
［古代の私印について］……高島英之
85
86
0　　　　　　　　　5cm
』＝＝＝＝±＝＝＝＝⇒1：2
　　　　　　　　　　88
ポ渓
酬．’
　
　印　影
　　　87
　二：ン
　　　90
図2　古代の私印の現存例旧）
399
国立歴史民俗博物館研究報告
第79集　1999年3月
轟登
瞭憎
　　91
96
「???
百?
ー????｝??‖??．
92
????
??????　
　
　???
?｝
???
104
　　　　」1噛蛆七，
　　108
105
?
　　　　　　　110
　か
ノ　　　　　、
　　100
400
　　101　　　102??
106
??
107
　　グヘ　　　　ノア　ムぷへ
???????
?｛
図2　古代の私印の現存例〔12）
111
109
0　　　　　　　5cm」＝＝＝＝＝－1：2
［古代の私印についてユ……高島英之
　　112　　　　　　　113
　　118　　　　　　　120
　　124
　　　　　130
　134　　　　　　135
°　　　5f？2
　　　　　　　　　　123
125　　　126　　　127甲一　128
　　　131　　　　　　　　　　　　　　　132　　　　　　　　　　　　　133
　136　　　　　　　　　　　　137　　　　　　　　　　138
　　　　　　143142　　　　　　　　　　144
図2　古代の私印の現存例㈹
401
Bullotin　of　tho　N8tion81　Mu89um　of　Jap8nese　Hi故ory
vol．79　March　1999
On　Private　Seals　of　Old　Times
TAKAsHIMA，　Hideyuki
Most　private　seals　of　old　times　excavated　in　surveys　are　private　ones．　Very　few　papers
on　private　seals　have　been　published　till　date　in　comparison　with　papers　related　to
seals　of　government　shrines　and　temples　so　that　many　points　have　been　left　unknown．
This　paper　covers　a　study　on　the　form，　contents，　usage　and　functions　of　private　seals
of　old　times，　conducted　by　evaluating　22　pieces　of　seal　marks　contained　in　the　existing
documents　of　the　Nara　and　Heian　eras，138　pieces　of　excavated　goods　and　objects
handed　down　through　generations，2pieces　of　broken　molds　and　5　pieces　of　earthen
pots　bearing　seal　marks　and　tiles　bearing　seal　marks．
　　Concerning　the　shapes，　many　seals　are　of　gαηc磁一y藺δ（蒼鉦有孔）type　and　have　seal
faces　with　an　approximate　size　of　4．5cm　or　less．　The　number　of　the　characters　engraved
in　seals　is　one　in　almost　all　cases．　Seal　descriptions　are　chosen　from　the　name　of　the
owner　in　many　cases，　but，　some　were　adopted　from　lucky　phrases　or　idioms．　The
purposes　of　the　use　of　private　seals　are　proving　the　contents　of　documents　and　pre－
venting　forgery，　erasure　and　willful　alteration、　This　means　that　a　greater　importance
is　placed　on　seal　marking　itself　rather　than　on　the　contents　of　seal　inscription．
　　Private　seals　are　classified　into　family　seals　and　personal　seals．　Naturally　the　family
seal　was　used　only　in　noble　society，　and　lower　class　government　servants　put　only
personal　seals　in　the　documents　that　they　presented　as　shown　in　the　Sんδsδ一仇Docu－
ments．　Therefore，　essentially　it　can　be　considered　that　there　are　no　strict　difference
between　family　seals　and　personal　seals　and　no　difference　in　the　functions　and　sealing
methods．
　　Private　seals　play　another　role　that　is　related　to　incantation　and　religious　rites．　The
objective　of　dedicating　a　private　seal　to　Gods　and　Buddah　is　considered　to　have　meant
not　only　a　dedication　of　treasures　and　properties　but　also　entrusting　all　rights　related
to　land　and　properties　to　Gods　and　Buddah．　Seal　marks　impressed　on　tiles，　clay　plates
and　earthen　wares　are　associated　with　religious　rites　held　in　a　community　as　in
the　case　of　earthen　wares　which　bear　inscriptions　in　Japanese　ink　and　engraved
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inscriptions．　The　seal　marks　are　intended　to　discriminate　the　earthen　wares　for
religious　rites　from　the　earthen　ware　used　daily，　indicating　that　the　wares　are　instru－
ments　which　belong　to　Gods　and　Buddah　including　evil　spirits　and　demons　and　that
the　person　who　handles　the　wares　is　regarded　as　the　master　of　religious　rites．
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